
森

彦

太

郎
先

生

自

筆

原

稿

日

高

平

野

小

字

名

雑

考
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日

高

平

野

小

字
名

雜

考

森

彦

太

郎

現

行

町

村

制

に

よ

る

町

村

名

は

、

い

ふ

ま

で

も

な

く

明

治

二

十

二

年

に

撰

さ

れ

た

も

の

で

、

東

・

西

内

原

の

や

う

に

古

い

郷

名

に

因

ん

だ

も

の

も

あ

り

、

矢

田

・

志

賀

の

や

う

に

古

い

莊

名

を

採

っ

た

の

も

あ

り

、

野

口

・

塩

屋

の

や

う

に

舊

村

名

を

襲

用

し

た

も

の

も

あ

る

が

、

變

っ

た

と

こ

ろ

で

は

亂

世

の

舊

城

主

の

姓

を

採

っ

て

村

名

と

し

た

湯

川

の

如

き

、

藤

井

・

吉

田

の

一

字

づ

つ

を

採

っ

て

藤

田

と

し

た

如

き

も

あ

る

。

此

の

最

後

の

例

は

他

地

方

往

々

見

る

所

、

つ

ま

り

自

治

の

圓

滑

を

期

す

る

た

め

の

窮

餘

の

窮

策

で

は

あ

有

田

の

田

栖

川

や

西

牟

婁

の

富

士

橋

な

ど

に

も

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・
・

っ
た

ら

う

け

れ
ど

拙

悪

愚

劣
の

標

本

で

あ
る

。

町

村

制

で

は

大

字

な

る

も

の

を

認

め

て

ゐ

な

い

が

、

事

實

上

大

抵

の

町

村

で

は

自

治

の

便

宜

上

、

舊

村

名

を

大

字

名

と

し

て

、

そ

の

區

劃

を

存

置

し

て

ゐ

る

。

こ

の

舊

村

名

は

徳

川

時

代

に

な

っ

て

本

村

か

ら

分

れ

て

命

名

さ

れ

た

と

い

ふ

比

較

的

新

し

い

の

も

あ

る

が

、

大

抵

は

近

古

以

前

か

ら

あ

っ

た

も

の

で

、

中

に

は

郷

名

・

莊

名

が

そ

の

儘
村

名

と

な

っ
た

（

例

岩

内
）

の

や

う

な
古

い

由

緒

を
も

つ

も

の

も

あ
る

。

土

地

の

小

字

名

に

至

っ

て

は

更

に

そ

れ

よ

り

も

古

い

。

就

中

税

務

署

の

土

地

臺

帳

に

収

録

さ

れ

た

小

字

名

は

永

世

不

朽

で

あ

る

が

、

さ

う

で

な

い

も

の

は

地

主

が

變

リ

、

小

作

人

が

變

リ

、

賣

ら

れ

買

は

れ

行

く

う

ち

に

傳

來

の

古

名

が

、

だ

ん

に

忘

れ

ら

れ

て

行

く

。

ぜ

ひ

も

な

い

次

第

で

は

あ

る

が

、

こ

れ

は

今

に

於

て

い

は

ゆ

る

土

く

鄕

研

究

の

根

本

用

件

と

し

て

小

學

校

あ

た

り

で

大

に

究

明

に

努

め

て

い

た

だ

き

た

い

も

の

で

あ

る

と

い

ふ

こ

と

を

私

は

衷
心

か

ら

茲

に
提

唱

す

る

。

そ

こ

で

請

ふ

隗

よ

り

始

め

よ

で

私

は

先

ず

日

高

平

野

に

於

け

る

土

地

臺

帳

面

の

小

字

名

・

其

の

他

に

關

す

る

若

干

の

愚

考

を

披

瀝

し

た

い

。

抑

々

公

簿

上

の

小

字

名

な

る

も

の

は

大

体

は

明

治

維

新

前

か

ら

傳

來

の

も

の

を

踏

襲

し

た

の

で

あ

る

が

、

中

に

は

音

だ

け

を

襲

用

し

て

文

字

の

一

部

を

改

め

た

の

も

な

い

こ

と

は

な

い

。

た

と

へ

ば

満

願

寺

の

寺

を

忌

避

し

て

満

願

地

と

し

た

や

う

な

類

で

あ

る

。

ま

た

在

來

假

名

書

の

地

名

に

い

い

加

減

な

當

字

を

し

た

例

も

多

く

、

漢

字

名

を

見

た

だ

け

で

は

何

の

こ

と

や

ら

さ

っ

ぱ

り

わ

け

の

わ

か

ら

ぬ

の

が

あ

る

。

が

總

じ

て

言

へ

ば

小

字

名

は

大

字

名

な

ん

か

よ

り

古

い

。

建

暦

二

年

の

熊

野

新

宮

文

書

に

薗

・

寶

郷

の

四

至

（

皇

紀

一

八

七

二

）

そ
の

た

か
ら

を

記

し

て

「

北

限

蒼

柱

九

寸

大

際

」

と

あ

る

。

蒼

柱

は

現

に

湯

川

村

大

字

財

部

の

北

境

に

あ

っ

て

土

地

臺

帳

に

は

藏

柱

と

な

っ

て

ゐ

る

。

九

寸

は

こ

れ

に

隣

接

し

て

大

字

小

松

原

の

西

部

に

九

原

と

し

て

傳

っ

て

ゐ

る

。

小

字

名

の
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馬

鹿

に

出

來

ぬ

こ

と

は

右

の

例

に

よ

っ

て

知

ら

れ

よ

う

。

尚

村

々

の

字

圖

を

継

ぎ

合

せ

て

み

れ

ば

面

白

い

こ

と

が

あ
る

。
和

田

村

の

小

字

打

延

に

隣

接

し

て

松

原

村

田

井

に

も

打

延

が

あ

る

。

和

田

村

の

岩

崎

に

隣

接

し

（

に

大

字

は

な

い

）

て

湯

川

村

丸

山

に

も

岩

崎

が

あ

る

。

松

原

村

田

井

の

釜

井

戸

に

隣

接

し

て

御

坊

町

薗

に

も

釜

井

戸

が

あ

る

。

こ

ん

な

風

に

一

つ
の

小

字

名

が
二

大

字

に

跨

っ
て

ゐ

る

例

を

拾

っ
て

見

る

と

（

昔
の
二

村
）

丹
生

村

上

江

川

字

猿
川

同

村

下

江

川

字

猿

川

矢

田

村
中

津

川

字

加

納

原

同

村

千
津

川

字
加

納

原

矢
田

村

千

津

川

字

引
谷

藤

田
村

吉

田

字

引

谷

藤

田

村
吉

田

字

北

河

原

同

村

藤

井

字

北

河

原

藤
田

村

吉

田

字

中
黒

湯

川
村

小

松

原

字

中

黒

湯

川

村
小

松

原

字

土

井

藤

田

村

吉

田

字

東

院

註

こ

れ
は
文

字
は

ち
が
ふ

が
音
が

似
通

う
て
居

り
、

實
地

が
接
續

し
て

ゐ
る
。

何
れ
も

當
字

ら
し
い

。

湯

川
村

小

松

原

字

瀬

崎

同

村
財

部

字

瀬

崎

湯

川

村

丸

山

字

蓮

池

同

村

富

安

字
蓮

池

野

口
村

熊

野

字

後

谷

同

村
岩

内

字

後

谷

如

上

の

例

は

何

を

物

語

る

か

。

卑

見

を

以

て

す

れ

ば

小

字

（

名

）

が

先

づ

出

來

て

大

字

（

即

ち

昔

の

村

）

が

後

か

ら

出

來

た

。

そ

し

て

村

界

劃

定

の

と

き

に

小

字

を

立

割

っ

て

、

こ

ん

な

こ

と

に

な

っ

た

と

見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

無

論

小

字

は

悉

く

人

家

の

聚

落

で

あ

っ

た

わ

け

で

は

な

く

、

寧

ろ

大

部

分

は

田

圃

の

區

域

に

名

づ

け

た

も

の

で

あ
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る

が

、

發

達

成

長

の

順

序

と

し

て

は

小

字

が

先

づ

出

來

て

、

そ

の

集

成

し

た

も

の

が

村

（

今

の

大

字

）

と

な

っ

た

も

の

と

見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

中

に

は

土

豪

邑

長

の

居

住

す

る

と

こ

ろ

の

字

名

が

直

に

村

名

と

な

っ

た

實

例

も

な

い

こ
と

は

な

い

。

そ

れ

で

里

落

發

達

の

跡

を

尋

ね

ん

に

は

、

先

づ

各

村

各

大

字

の

小

字

圖

を

寫

し

集

め

、

一

大

字

分

と

他

の

大

字

分

と

を

継

ぎ

合

せ

、

更

に

一

町

村

分

と

他

町

村

分

を

継

ぎ

合

わ

せ

、

或

は

比

照

し

、

或

は

綜

合

し

て

考

覈

す

る

と

こ

ろ

が

あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

こ

れ

は

人

文

進

歩

の

跡

を

討

ぬ

る

上

に

極

め

て

意

義

あ

り

價

値

あ

る

仕

事

で

あ

る

の

み

な

ら

ず

、

こ

れ

に

よ

っ

て

自

然

地

理

地

形

・

地

勢

・

地

質

の

方

面

を

知

り

、

そ

の

變

遷

隆

替

を

知

る

上

に

ー

も

非

常

に

役

立

つ

。

而

も

こ

れ

が

研

究

上

、

わ

れ

ら

は

今

の

小

字

圖

に

表

示

さ

れ

て

ゐ

る

文

字

に

狗

泥

し

て

は

な

ら

ぬ

。

今

の

圖

上

に

現

れ

居

る

地

名

の

文

字

に

は

随

分

い

い

加

減

な

當

字

が

あ

る

こ

と

既

述

の

通

で

あ

る

か

ら

各

大

字

の

古

老

識

者

に

つ

い

て

一

々

そ

の

訓

み

方

（

古

來

の

稱

呼

）

を

聴

き

質

し

、

そ

の

發

音

の

通

、

假

名

を

つ

け

て

置

か

ね

ば

な

ら

ぬ

。

斯

く

し

て

、

わ

れ

の

研

究

の

對

象

は

勿

論

そ

の

地

名

の

漢

字

よ

り

も

假

名

の

表

現

す

く

る

發

音

で

あ

る

。

た

と

へ

ば

藤

井

の

椋

瀬

・

野

口

の

高

森

・

岩

内

の

王

地

・

小

中

の

清

道

地

の

如

き

、

漢

字

を

見

た

だ

け

で

は

名

義

不

可

解

で

あ

る

が

、

音

に

随

っ

て

向

瀬

・

神

森

・

王

子

・

清

道

寺

と

い

ふ

風

に

文

字

を

置

き

換

へ

て

み

る

と

、

そ

れ

の

土

地

の

歴

史

が

よ

く

わ

か

つ

て

來

る

。

薗

に

も

財

部

に

も

丸

山

に

も

大

町

と

い

ふ

字

く

名

が

あ

る

。

無

論

日

高

川

の

沖

積

平

野

に

あ

る

と

こ

ろ

か

ら

昔

の

城

下

町

の

名

殘

だ

ら

う

（

亀

山

城

址

の

麓

に

近

い

か

ら

）

な

ど

と

い

ふ

見

解

も

素

人

に

は

首

肯

さ

れ

る

だ

ら

う

け

れ

ど

「

財

部

通

れ

ば

空

見

て

お

出

で

、

花

の

、

丸

山

御

所

ど

こ

ろ

」

な

ん

て

い

ふ

俚

謡

の

錯

覺

に

陥

っ

て

は

な

ら

ぬ

。

大

町

を

市

街

の

跡

だ

と

い

ふ

な

ら

ば

、

日

高

平

野

の

中

心

を

稍

遠

く

離

れ

た

早

蘇

村

玄

子

の

春

畝

町

・

同

村

三

百

瀬

の

裏

瀬

町

な

ど

は

、

ど

う

だ

と

問

は

ざ

る

を
得

な

い

。

當

字

に

だ

ま

さ

れ

ぬ

や

う

に

と

最

初

に

言

っ

て

置

い

た

通

・

地

名

の

町

は

古

語

間

路

田

圃

の

區

劃

に

對

＝

ま

ぢ

鎭

す

る

當

字

に

過

ぎ

な

い

「

拾

玉

集

」

山

里

の

外

面

の

小

田

の

一

畝

町

あ

ら

し

め

延

へ

て

種

ま

き

に

け

り

（

慈

。

そ

と

も

お

だ

ひ

と

せ

ま

ち

は

和

尚

）

の

歌
に

も

見

る

通
、

町

と

い

ふ

當
字

は

相

當

古
く

か

ら

用

ひ

ら
れ

た

や

う

で
あ

る

。

御

坊

町

大

字

御

坊

の

如

き

は

本

願

寺

御

坊

を

中

心

と

し

て

、

そ

の

門

前

町

と

し

て

發

達

し

た

と

こ

ろ

だ

け

に

、

歴

史

も

新

し

く

、

發

展

の

徑

路

も

簡

明

で

、

御

坊

の

舊

位

置

「

古

寺

内

」

を

別

と

し

、

東

筋

・

中

筋

・

西

筋

の

三

字

が

あ

っ

た

だ

け

で

、

後

中

筋

を

東

・

西

に

劃

し

、

都

合

五

ヶ

字

と

し

て

今

日

に

及

ん

で

ゐ

る

。

古

寺

内

は

即

ち

湯

川

氏

草

創

の

吉

原

坊

舎

が

天

正

の

兵

亂

に

焼

失

し

て

後

、

佐

竹

伊

賀

守

が

現

位

置

に

再

興

す

る

ま

で

の

過

渡

的

存

在

と

し

て

篤

信

な

る

門

徒

が

協

力

し

て

假

に

し

つ

ら

へ

た

薗

坊

舎

の

所

在

地

で

あ

っ

た

わ

け

で

、

今

眞

宗

淨

國
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寺

の

あ

る

と
こ

ろ

で

あ

る
。

こ

ん

な

風

に

人

文

史

を

物

語

る

小

字

名

を

拾

っ

て

み

る

と

、

御

坊

町

島

の

「

壹

里

山

」

の

如

き

は

一

里

塚

の

所

在

地

た

る

こ

と

を

明

示

す

る

例

で

、

一

里

塚

は

無

論

徳

川

時

代

に

な

っ

て

熊

野

街

道

筋

に

造

營

さ

れ

た

も

の

故

斯

種

字

名

は

割

合

に

新

し

い

。

壹

里

山

に

接

續

す

る

日

高

河

邊

の

外

河

原

・

外

新

田

な

ど

は

更

に

新

し

い

だ

ら

う

。

吉

原

の

堂

垣

内

は

名

だ

た

る

吉

原

坊

舎

の

所

在

地

た

り

し

こ

と

を

意

味

す

る

。

社

寺

に

因

縁

あ

る

字

名

は

何

處

に

も
多

く

、

ど

こ
の

村

へ

行

っ
て

も

一

割

乃
至

三

割

は

こ
れ

で

あ

る

。

著
例

を

擧

げ

る
と

田

井

宮

垣
内

・

堂

ノ

前

入

山

王

子

山
・

王

子

後

・
王

子

前

・

王

子

西
・

觀

音

寺

小

中

王

子

・

王

子
前

・

王

子

裏
・

榊

縄

手

・

清
道

地

高
家

里
神

池

田

宮

ノ
向

・

神

田

志

賀

山

寺

・
庵

ノ

芝

・

里
神

・

天

満

・

天

満
前

小

池

里

神

・

寺
谷

萩
原

觀
音

寺

・

東

光
寺

・

王

子

脇
・

里

神

・

神

田
・

宮

本

・

宮
脇

・

宮

ノ

前

荊

木

安

明
地

・

満

願

地
・

宮

本

原

谷

槌

王

子
・

若

一

・

雨
司

本

・

王

子

谷
・

堂

ノ

前

富

安

藥

師

谷

・
圓

福

寺

段

・
堂

垣

内

・

神

田

・
宮

ノ

前

・

會
下

ノ

谷

・

大

明

神
・

神

後

田

ゑ

げ

丸

山

齋

・

齋

谷

・

齋
前

・

堂

山

・
寺

前

財

部

寺

ノ
後

・

受

持

本
・

宮

ノ

前

・
宮

ノ

西

・

堂

前

吉

田

天

神

垣
内

藤

井

稲

荷

・

宮
田

・

寺

ノ

前
・

法

華

鐘

巻

大

門

・

法

華
堂

土

生

別

當
・

宮

ノ

前

小

熊

法

徳

寺
・

里

神

・

法
華

經

塔

野

口

西

光

寺

・
庵

ノ

裏

・

高
森

和

佐

開

山

・

門

前

猪
内

川

宮
脇

・

宮

前

・

寺
前

・

寺

向
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三

ッ

野

川

佛

串

三
百

瀬

光
導

寺

・

大

門
・

庵

ノ

平

・
紀

道

芝

熊

野

神

子
・

神

田

・

寺
井

岩

内

王

地

・
地

藏

・

宮

ノ

前

北

塩

屋

寺

尾

・

鉾

立
・

神

子

免

・
王

子

谷

南
塩

屋

坊
ノ

岡

・

須

佐
前

・

道

場

畑
・

坊

主

ヶ

前

・
氏

神

前

・

鳥
居

縄

手

・

須
佐

ノ

本

名

屋

船

附
・

神

田

薗

宮

ノ

前
・

宮

ノ

後

吉

原

寺

田

和
田

宮
ノ

谷

・

御

崎
社

・

宮

脇

・
宮

垣

内

・

雷

谷
・

こ

れ

を

仔

細

に

考

究

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

社

寺

の

位

置

・

變

遷

・

癈

社

寺

の

原

位

置

・

そ

の

他

神

事

・

佛

事

に

ゆ

か

り

あ

る

い

ろ

の

事

由

を

確

め

得

る

。

た

と

へ

ば

御

坊

町

大

字

薗

鎭

座

の

郷

社

小

竹

八

幡

神

社

は

延

寶

六

く

年

南

龍

院

公

別

館

址

を

下

附

さ

れ

て

今

の

位

置

に

移

っ

た

も

の

で

原

位

置

は

元

宮

と

て

今

で

は

判

明

し

て

ゐ

る

が

、

た

と

ひ

此

の

元

宮

な

る

四

址

が

滅

失

し

て

も

、

小

字

名

宮

ノ

原

。

宮

ノ

後

に

よ

っ

て

推

定

し

得

る

わ

け

で

あ

る

。

そ

し

て

字

名

と

し

て

の

宮

ノ

前

・

宮

ノ

後

が

延

寶

以

前

か

ら

あ

っ

た

こ

と

を

知

り

得

る

と

共

に

、

今

の

小

竹

八

幡

社

の

位

置

は

新

し

け

れ

ば

こ

そ

、

そ

の

附

近

に

は

宮

に

因

ん

だ

字

名

が

一

つ

も

な

い

の

で

あ

る

。

そ

れ

か

ら

原

谷

の

御

所

谷

は

後

鳥

羽

院

熊

野

御

幸

の

時

の

畏

き

聖

蹤

。

入

山

の

城

山

は

戰

國

時

代

の

入

山

城

跡

。

こ

の

城

山

な

ど

は

徳

川

時

代

に

な

っ

て

名

づ

け

ら

れ

た

も

の

と

見

え

る

。

萩

原

の

石

風

呂

は

石

室

を

意

味

し

、

そ

の

隣

の

亀

い
し
む
ろ

山

は

甕

山

を

意

味

し

、

共

に

考

古

學

上

の

純

乎

た

る

古

墳

ま

た

は

塚

穴

の

所

（

古

墳

の

口

の

開

い

た

も

の

を

塚

穴

と

い

ふ

）

か
め

在

地

た

る

こ

と

を

示

す

も

の

。

富

安

の

大

塚

に

至

っ

て

は

一

層

明

白

に

大

規

模

の

古

墳

所

在

地

た

る

こ

と

を

示

現

し

て

ゐ

る

。

併

し

墾

田

拓

地

の

進

展

に

よ

り

今

は

古

墳

も

塚

穴

も

全

く

な

く

な

っ

て

ゐ

る

が

、

考

古

學

的

討

究

に

よ

っ

て

遺

物

の

残

片

ぐ

ら

ゐ

は

拾

集

す

る

こ

と

が

出

來

る

。

こ

の

場

合

古

い

小

字

名

は

非

常

な

助

け

と

な

る

。

小

中

の

衣

奈

谷

、

吉

田

及

び

丸

山

の

衣

奈

原

は

文

字

通

り

胞

衣

を

埋

め

る

吉

方

た

る

こ

と

を

意

味

す

る

か

否

か

、

こ

れ

は

未
だ

考

へ

得

な
い

。

小

中

の

河

津

呂

は

西

川

の

彎

曲

す

る

と

こ

ろ

、

田

井

の

齋

津

呂

は

齋

新

川

の

彎

曲

す

る

と

こ

ろ

、

和

田

の

鶴

泊

り

も

彎

曲

を

意

味

す

る

も

の

と

思

は

れ

る

が

、

こ

れ

は

未

だ

考

へ

得

な

い

。

つ

ろ

ま

た

は

つ

る

は

ど

こ

に

あ

っ

て

・

・

・

・

。

（

）

、

も
河

岸

・

海

岸
な

ど

の

彎

曲

す
る

地

形

を

意
味

す

る

田

井
の

田

端

春

三
氏

邸

油

屋

は

齋

津

呂

に
あ

る

の

で
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そ

の

祖

年

蔭

は

家

號

を

齋

彎

と

い

ひ

、

千

種

有

功

卿

か

ら

「

わ

が

心

み

そ

ぎ

や

す

ら

む

い

つ

き

つ

ろ

お

も

ひ

や

る

さ

へ

す

ず

し

か

り

け

り

」

と

い

ふ

詠

を

寄

せ

ら

れ

た

こ

と

が

あ

る

。

吉

原

の

久

保

田

、

名

屋

の

久

保

里

、

丸

山

の

久

保

田

、

藤

井

の

窪

り

、

土

生

の

久

保

な

ど

は

低

凹

地

に

名

づ

け

ら

れ

た

も

の

。

田

井

の

西

沼

、

和

田

の

汐

田

、

丸

山

の

落

合

・

袋

な

ど

も

や

は

り

低

濕

地

を

意

味

す

る

。

薗

及

び

岩

内

に

あ

る

荒

毛

は

新

墾

を

意

味

す

る

か

。

吉

田

及

び

島

に

あ

る

籠

田

は

水

も

ち

の

わ

る

い

田

地

を

意

味

す

る

か

。

薗

の

コ

ケ

は

不

實

を

意

味

す

る

か

。

こ

れ

ら

（

別

紙

原

稿

挿

入
ノ

コ

ト

）

は
未

だ

實

地

を
知

ら

ぬ

の

で
考

へ

得

な

い

。

（

）

、

高

見
寺

と

い

ふ

寺
名

を

記

念

す
る

爲

の

コ

ケ
ジ

と

い

ふ

字

名

は
他

地

方

比

井
崎

村

小

浦

に

あ

る
が

薗

の

は
果

し

て

何

を
意

味

す

る

か
。

安

珍

清

姫

の

物

語

で

名

高

い

日

高

川

床

の

變

遷

も

小

字

名

に

よ

っ

て

略

々

想

察

し

得

る

。

流

水

に

關

す

る

わ

れ

ら

の

常

識

よ

り

す

る

も

、

早

蘇

村

か

ら

丹

生

村

千

曳

の

岩

崖

に

突

當

り

、

そ

れ

が

北

西

に

跳

返

す

こ

と

は

古

今

變

り

な

き

も

、

而

も

矢

田

村

小

熊

以

西

の

流

路

は

古

來

數

次

の

變

遷

が

あ

っ

た

。

沖

積

平

野

が

纔

に

出

來

た

當

初

は

日

高

川

下

流

の

放

流

時

代

、

そ

れ

か

ら

時

代

が

下

る

と

小

熊

の

中

洲

・

法

徳

寺

・

下

間

瀬

あ

た

り

か

ら

舟

岡

山

・

八

幡

山

・

亀

山

の

南

麓

を

洗

う

て

入

山

の

南

か

ら

和

田

ぶ

け

に

入

り

本

ノ

脇

の

東

數

町

の

と

こ

ろ

で

海

に

入

っ

・

・

た

。

こ

れ

は

口

碑

に

も

傳

へ

ら

れ

、

實

地

（

地

形

）

を

展

望

し

て

も

首

肯

さ

れ

る

。

さ

ら

に

字

名

を

拾

う

て

も

、

藤

井

の

椋

瀬

、

吉

田

の

茅

添

・

ち

は

ら

・

河

淵

垣

内

、

財

部

の

薦

渕

・

淵

間

・

深

洲

・

瀬

崎

、

小

松

原

の

瀬

崎

、

和

田

の

河

原

瀬

・

鶴

泊

り

・

地

開

・

ア

シ

原

・

横

ノ

手

・

中

開

な

ど

歴

々

指

呼

す

る

こ

と

が

出

來

る

。

次

に

こ

の

流

路

で

今
の

齋

新

川

・
西

川

の

凹

み
を

傳

っ

て

吉
原

辺

で

海

に

入

っ
た

こ

と

も

想
像

し

得

る

齋
新

川

は

近

世

寶

。

（

暦

頃

）

の

開
鑿

で

あ

る

が

、
こ

れ

と

て

も
低

凹

地

（

旧
河

床

）

を

利

用
し

た

も

の

に
過

ぎ

な

い

。

建

仁

元

年

後

鳥

羽

院

の

熊

野

御

幸

と

い

ふ

と

今

か

ら

七

百

餘

年

も

前

の

こ

と

で

あ

る

が

、

京

極

中

納

言

定

家

の

も

の

し

た

「

御

幸

記

」

に

よ

る

と

小

松

原

御

所

・

深

淵

に

臨

ん

で

構

ふ

、

水

練

の

便

宜

あ

り

な

ど

ヽ

あ

る

。

こ

れ

（

い

づ

れ

は

日

高

川

の

中

島

で

あ

っ

た

こ

と

も

あ

ら

は

今

の

小

松

原

領

で

は

な

く

て

、

ち

ょ

っ

と

東

に

寄

っ

た

吉

田

領

字

中

島

）

の

あ

た

り

で

、

字

名

と

し

て

で

は

な

い

が

『

御

所

ノ

瀬

』

と

い

ふ

地

名

が

殘

っ

て

居

り

、

御

所

瀬

橋

と

て

今

う石

橋

の

架

っ

て

ゐ

る

溝

も

あ

る

。

丁

度

淨

土

宗

萬

樂

寺

の

前

に

當

る

。

こ

の

邊

を

中

心

と

し

て

實

地

（

低

凹

地

）

を

た

ど

り

、

そ

れ

を

字

圖

に

比

照

す

る

と

、

小

熊

の

法

徳

寺

邊

か

ら

藤

井

の

椋

瀬

・

北

河

原

、

吉

田

の

北

河

原

・

藤

垣

内

・

中

島

、

小

松

原

の

早

ヶ

瀬

・

川

原

畑

、

財

部

の

下

河

原

・

南

河

原

・

向

河

原

、

島

の

古

川

・

向

川

原

・

東

川

田

、

薗

の

新

薗

・

中

島

・

洲

崎

あ

た

り

へ

流

れ

、

薗

の

南

方

で

海

に

入

っ

た

も

の

と

思

は

れ

る

。

そ

し

て

こ

の

頃

の

日

高

川

渡

は

小

松

原

御

所

即

ち

今

の

吉

田

の

字

中

島

た

り

か

ら

對

岸

へ

渡

っ

た

ら

し

い

か

ら

野

口

村

野

口
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へ

渡

っ

た

こ

と

に

な

る

。

定

家

卿

は

小

松

原

御

所

の

附

近

で

宿

所

を

得

ず

、

薄

暮

日

高

川

を

渡

っ

て

岩

内

の

民

家

に
泊

ま

っ

た

と
あ

る

。

道

成

寺

縁

起

の

作

者

は

流

石

に

舊

記

を

渉

獵

し

、

あ

の

頃

と

し

て

は

、

す

ば

ら

し

い

識

見

を

も

っ

て

ゐ

た

。

安

珍

清

姫

の

事

件

は

醍

醐

天

皇

の

延

長

何

年

と

や

ら

の

出

來

事

だ

と

し

て

ゐ

る

が

、

さ

す

れ

ば

建

仁

元

年

の

後

鳥

羽

院

御

幸

よ

り

は

更

に

三

百

年

程

溯

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

こ

の

三

百

年

程

の

間

に

日

高

川

の

流

路

に

ど

の

や

う

な

變

化

が

あ

っ

た

か

は

知

ら

ぬ

が

、

兎

に

角

縁

起

を

作

る

上

に

於

て

は

、

三

百

年

後

の

御

幸

記

を

金

科

玉

條

と

し

、

定

家

卿

が

河

を

渡

っ

て

岩

内

王

子

に

詣

で

、

重

輔

庄

云

そ

の

縁

故

（

？

）

で

岩

内

の

一

民

家

に

宿

泊

し

た

と

あ

る

の

に

ヒ

ン

ト

を

得

て

「

日

高

川

と

い

う

河

に

て

折

ふ

し

大

水

出

で

て

此

の

僧

船

に

て

渡

り

ぬ

。

舟

渡

に

い

ふ

様

、

か

、

か

る

者

の

只

今

追

ひ

て

來

る

べ

し

、

定

め

て

此

船

に

乘

ら

ん

と

い

は

ん

ず

ら

ん

、

穴

賢

々

々

、

の

せ

給

ふ

な

と

い

ひ

け

り

。

此

僧

は

い

そ

ぎ

逃

げ

け

り

。

あ

む

の

ご

と

く

來

り

て

渡

せ

と

申

し

け

れ

ど

も

、

舟

わ

た

さ

す

。

其

時

衣

を

脱

ぎ

捨

て

大

毒

蛇

と

成

り

て

此

川

を

ば

渡

り

に

け

り

。

舟

渡

を

ば

ち

け

し

と

申

し

て

岩

内

に

あ

り

け

る

と

日

記

（

島

・

薗

ま

た

は

名

屋

か

ら

塩

屋

領

天

田

に

わ

に

慥

に

見

え

な

り

」

と

云

っ

て

ゐ

る

。

日

高

川

の

渡

と

云

へ

ば

、

天

田

の

渡

。

と

思

ひ

込

ん

で

「

天

田

の

渡

ど

ん

夜

も

昼

も

赤

い

頭

巾

被

く

と

う

」

の

數

と

り

歌

を

極

め

て

古

い

た

る

）

（

無

い

）

、

？

？

？

？

か
づ

も

の

だ

と

す

る

近

世

以

降

の

人

々

に

と

っ

て

は

岩

内

の

渡

な

ん

て

考

へ

及

ば

ぬ

と

こ

ろ

、

而

も

御

幸

記

に

は

河

を

渡

っ

て

岩

内

王

子

社

に

詣

で

た

と

あ

る

だ

け

で

、

ど

こ

で

渡

っ

た

と

も

書

い

て

ゐ

な

い

の

で

あ

る

。

た

ヾ

御

所

が

（

と

す

る

と

、

日

高

川

の

深

淵

に

臨

ん

で

ゐ

た

と

い

ふ

點

か

ら

垂

究

し

て

、

今

の

吉

田

の

中

島

の

あ

た

り

か

ら

對

岸

へ

渡

っ

た

上

、

河

に

沿

う

て

下

り

岩

内

王

子

社

へ

参

っ

た

と

見

る

の

が

最

も

穩

當

だ

と

思

ふ

の

で

ど

う

し

て

も

野

口

）

あ

る

。
最

後

に

私

の

解

し

得

な

い

小

字

名

を

少

し

く

列

擧

し

他

地

方

に

於

け

る

同

名

ま

た

類

似

名

の

有

無

を

承

り

た

く

併

せ

て

識

者

の

高

教

を

仰

ぎ

た

い

と

思

ふ

。

萩

原

に

牛

内

と

い

ふ

字

が

あ

り

、

島

に

牛

河

と

い

ふ

字

が

あ

る

。

こ

の

牛

は

何

を

意

味

す

る

も

の

だ

ろ

う

か

。

高

皿

と

い

ふ

字

名

は

原

谷

・

大

瀧

川

・

和

佐

等

の

溪

流

に

近

い

（

う

し

）

と

こ

ろ

に

も

あ

り

、

丸

山

・

財

部

等

の

平

野

地

方

に

も

あ

る

。

こ

れ

は

地

形

を

示

現

す

る

も

の

ら

し

い

が

、

私

は

未

だ

實

地

を

踏

査

し

な

い

の

で

、

渕

案

を

下

し

得

な

い

。

原

谷

の

鹿

ノ

骨

・

披

喜

、

萩

原

の

（

し

か

の

ほ

ね

（

び

き

）

）

、

、

御

子

録

・
鉾

野

・

頓
行

小
中

及

び

志

賀
の

高

惣

・

小
池

の

老

僧

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

み
こ

ろ
く

ほ
こ
の

と
う

ぎ
ょ

た
か
そ

お

い
そ

（

荊

木

の

周
家

と

同

じ

か

（

傀

儡

の

居

住
地

で
で

も

荊

木

の

周

家

、

島

の

飴

家

・

經

野

・

天

目

山

、

吉

田

の

朱

家

・

く

ぐ

つ

や

）

、

財

部

の

左
ツ

鍋

、

小

松
原

の

早

雲

な
ど

ど

う

も

考

へ

得
な

い

。

あ

っ
た

ら
う
か

）
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以

上

は

土

地

臺

帳

面

の

小

字

名

に

つ

い

て

の

話

で

あ

る

が

、

初

め

に

言

っ

た

通

、

臺

帳

以

外

に

傳

っ

て

ゐ

る

田

地

の

俗

名

が

少

く

な

い

。

こ

れ

ら

の

討

究

は

或

場

合

公

簿

上

の

字

名

調

査

よ

り

も

、

よ

り

以

上

に

價

値

あ

り

興

味

あ

る

こ

と

も

あ

る

。

い

は

ゆ

る

郷

土

研

究

の

眼

が

□

方

面

に

向

け

ら

れ

、

こ

こ

を

出

發

點

と

し

な

け

れ

ば

ウ

ソ

だ

？

と

い

ふ

こ

と

を

繰

返

し

て

言

っ

て

置

く

。

（

完

）
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こ

の

原

稿

は

表

題

の

通

り

、

森

先

生

の

自

筆

鉛

筆

書

き

で

、

和

歌

山

県

日

高

郡

東

内

原

村

荊

木

森

彦

太

郎

と

印

刷

さ

れ

た

陽

書

院

専

用
原

稿

用

紙

二
〇

字

×

二

〇

行
二

〇

枚

に

記
さ

れ

て

い

た
。

暠

ど

う

し

て

先

生

の

自

筆

原

稿

が

父

の

藏

書

の

中

に

あ

る

の

か

、

ま

た

こ

の

原

稿

の

脱

稿

さ

れ

た

年

月

日

が

判

ら

な

い

が

、

父

清

水

長

一

郎

が

著

し

た

『

森

彦

太

郎

先

生

傳

（

昭

和

二

十

七

年

十

一

月

三

日

発

行

）

に

よ

る

と

』

昭

和

八

年
先

生

四

十

六
歳

の

執

筆

で
あ

る

こ

と

が
判

っ

た

。

こ

の

著

書

の

他

地

名

に

関

す

る

郷

土

資

料

と

し

て

、

松

原

村

田

端

憲

之

助

氏

の

『

地

名

難

訓

・

和

田

村

和

田

』

喜

久
男

氏

の

『

和
田

村

小

字

考
』

が

残

っ

て
い

る

。

平

成

十
六

（

二

〇

〇
四

）

年

二

月
十

九

日

清
水

章
博

暠

暠


